
平成１６年（２００４年）５月７日発行－７－　　（１９７号） 議 会 だ よ り

藤
村　

忍
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

　

２
０
０
３
年　

月
、
東
京
都
は

１２

心
身
障
害
教
育
の
今
後
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
従
来
の
特
殊
教
育
か

ら
特
別
支
援
教
育
へ
転
換
し
、
地

域
の
小
中
学
校
で
、
障
害
児
や
学

習
障
害
児
な
ど
に
も
適
切
な
支
援

を
行
う
と
い
う
報
告
を
発
表
し
た
。

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
教
育
的
支
援
と
、
共
に
学

び
、
共
に
育
つ
教
育
環
境
を
保
障

す
る
こ
と
が
重
要
課
題
だ
と
考
え

る
が
、
市
は
都
の
報
告
を
受
け
、

�
保
護
者
へ
の
説
明
は
。
特
に
、

通
常
の
学
級
の
保
護
者
へ
の
理
解

を
ど
う
進
め
て
い
く
か
が
重
要
だ

と
考
え
る
が
ど
う
か
。
�
市
と
し

て
の
具
体
的
な
取
組
を
検
討
し
、

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な

支
援
を
国
や
都
に
働
き
か
け
て
い

く
た
め
に
も
、
今
か
ら
保
護
者
、

市
民
、
関
係
者
な
ど
を
含
め
た
検

討
委
員
会
を
設
け
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

指
導
室
長　

�
心
身
障
害
学
級

の
保
護
者
に
対
し
て
は
実
施
済
み
。

通
常
学
級
の
保
護
者
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
保
護
者
会
等
を
通
じ
て
行

う
予
定
。
�
し
か
る
べ
き
時
期
が

き
た
ら
設
置
す
る
。

■
そ
の
他
に
、「
雨
水
貯
留
施
設

の
設
置
と
雨
水
の
災
害
対
策
等
へ

の
活
用
な
ど
に
つ
い
て
」
質
問
し

た
。

意

見

書

・

決

議

の

要

旨

在
日
外
国
人
の
国
民
年
金
の
無
年
金
高
齢
者
及
び
障
害
者
に
対
す

る
救
済
措
置
を
求
め
る
意
見
書

　

年
金
制
度
に
お
け
る
差
別
は
、
国
際
人
権
規
約
や
人
種
差
別
撤

廃
条
約
に
明
ら
か
に
違
反
し
て
お
り
、
是
正
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
政
府
に
対
し
、
在
日
外
国
人
の
国
民
年
金
の
無
年
金
高

齢
者
及
び
障
害
者
に
対
す
る
差
別
の
是
正
の
た
め
に
、
法
改
正
な

い
し
は
何
ら
か
の
制
度
措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ

る
。

　

歳
ま
で
働
け
る
雇
用
環
境
の
整
備
を
求
め
る
意
見
書

６５
　

�
継
続
雇
用
制
度
の
導
入
を
企
業
に
義
務
付
け
る
よ
う
に
高
齢

者
雇
用
安
定
法
の
改
正
を
行
う
こ
と
。
�
短
時
間
勤
務
制
度
の
導

入
や
多
様
就
業
型
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
導
入
に
つ
い
て
支
援

策
を
講
じ
る
こ
と
。
�
総
合
的
な
就
労
支
援
を
行
う
窓
口
と
し
て
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
等
を
活
用
し
、
高
齢
者
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
こ
と
。

消
滅
の
危
機
に
あ
る
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
湿
原
の
復
元
事
業
に
支
援
を

求
め
る
意
見
書

　

破
壊
さ
れ
た
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
湿
原
の
復
元
事
業
は
、
農
業
・
漁

業
な
ど
の
産
業
の
復
活
と
難
民
の
イ
ラ
ク
国
内
へ
の
帰
還
を
促
す

も
の
で
あ
り
、
そ
の
復
元
事
業
は
本
格
的
な
イ
ラ
ク
復
興
支
援
の

柱
と
な
る
壮
大
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
湿
原

復
元
の
た
め
国
際
会
議
を
開
催
す
る
な
ど
し
て
、
関
係
各
国
に
働

き
か
け
、
復
元
事
業
を
支
援
す
る
よ
う
、
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

米
軍
の
戦
争
支
援
の
有
事
関
連
７
法
案
の
廃
案
を
求
め
る
意
見
書

　

有
事
関
連
７
法
案
は
、
憲
法
第
９
条
を
始
め
武
力
を
保
持
せ
ず
、

集
団
的
自
衛
権
を
行
使
し
な
い
と
い
う
憲
法
を 
蹂
躪 
す
る
も
の
で

じ
ゅ
う
り
ん

あ
り
、
日
本
を
戦
争
を
し
な
い
国
か
ら
戦
争
を
す
る
国
に
変
化
さ

せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
国
会

は
憲
法
を
守
り
実
施
す
る
立
場
か
ら
、
慎
重
に
審
議
す
る
と
と
も

に
廃
案
に
す
る
よ
う
強
く
要
請
す
る
。

公
立
保
育
所
運
営
費
の
東
京
都
負
担
金
の
カ
ッ
ト
分
と
同
額
の
財

源
措
置
を
求
め
る
意
見
書

　

国
の
公
立
保
育
所
運
営
費
の
一
般
財
源
化
に
当
た
り
、
公
立
保

育
所
事
業
の
維
持
・
拡
充
を
進
め
る
立
場
に
立
っ
て
、
地
方
交
付

税
の
不
交
付
団
体
に
対
し
て
、
東
京
都
が
従
来
負
担
し
て
い
た
額

と
同
額
の
明
確
な
財
源
措
置
を
新
年
度
か
ら
行
う
よ
う
強
く
求
め

る
も
の
で
あ
る
。

食
の
安
全
確
保
と
食
料
自
給
率
の
向
上
を
求
め
る
意
見
書

　

国
民
の
食
の
安
全
を
確
保
す
る
立
場
に
立
っ
て
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
対
策

と
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
を
緊
急
に
強
め
る
と
と
も
に
、
食
料

自
給
率
の
向
上
の
た
め
に
全
力
を
挙
げ
る
こ
と
を
要
求
す
る
も
の

で
あ
る
。

多
摩
地
域
の
水
道
水
に
使
わ
れ
て
い
る
地
下
水
を
水
道
水
源
と
し

て
位
置
付
け
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

　

水
の
自
給
率
を
上
げ
る
た
め
の
施
策
を
進
め
る
と
と
も
に
、
飲

料
に
適
し
て
い
る
地
下
水
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。
現
在
、
補
助

的
水
源
と
し
か
認
め
て
い
な
い
多
摩
地
域
の
地
下
水
を
正
規
の
水

道
水
源
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
を
求
め
る
。

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

全
員
賛
成

提
出
先
＝
内
閣
総
理
・
厚
生
労
働
大
臣

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

退
席
者
を
除
き
全
員
賛
成

退
席
３
＝
日
本
共
産
党
�

提
出
先
＝
衆
議
院
・
参
議
院
議
長
、
内
閣
総

理
・
厚
生
労
働
大
臣

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

賛
成　

＝
公
明
党
�
、
改
革
連
合
�
、
改
革

１８

　

�
、
生
活
者
ネ
ッ
ト
�
、
自
民
党
小
金
井

２１�
、
民
主
党
�
、
市
民
自
治
、
湧
湧
環
境
ク
、

市
民
ウ
ェ
ブ

反
対
３
＝
日
本
共
産
党
�

退
席
２
＝
市
民
の
党
�

提
出
先
＝
内
閣
総
理
・
外
務
・
経
済
産
業
・

国
土
交
通
・
環
境
大
臣

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

賛
成　

＝
日
本
共
産
党
�
、
改
革
連
合
�
、

１２

生
活
者
ネ
ッ
ト
�
、
市
民
の
党
�
、
民
主
党

�
、
市
民
自
治
、
湧
湧
環
境
ク
、市
民
ウ
ェ
ブ

反
対　

＝
公
明
党
�
、
改
革
連
合
�
、
改
革

１０

　

�
、
自
民
党
小
金
井
�

２１退
席
１
＝
民
主
党
�

提
出
先
＝
衆
議
院
・
参
議
院
議
長

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

退
席
者
を
除
き
全
員
賛
成

退
席
４
＝
公
明
党
�
、
自
民
党
小
金
井
�

提
出
先
＝
東
京
都
知
事

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

全
員
賛
成

提
出
先
＝
内
閣
総
理
・
農
林
水
産
大
臣

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

全
員
賛
成

提
出
先
＝
東
京
都
知
事

東
京
都
子
ど
も
の
権
利
擁
護
委
員
会
の
存
続
を
求
め
る
意
見
書

　

東
京
都
の
当
初
の
予
定
で
は
、
今
年
１
月
の
時
点
で
、
権
利
擁

護
委
員
会
廃
止
へ
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
東
京
都
の
動
き

は
世
界
的
な
動
き
に
逆
行
し
、
実
質
的
な
権
利
擁
護
施
策
の
後
退

と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
よ
っ
て
、
子
ど
も
の
権
利
侵
害
に
対
す

る
第
三
者
救
済
機
関
の
確
立
を
進
め
る
た
め
、
権
利
擁
護
委
員
会

の
存
続
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

水
余
り
に
逆
行
し
、
無
駄
な
公
共
事
業
と
な
る 
八  
ッ  
場 
ダ
ム
計
画

や 

ん 

ば

の
廃
止
を
求
め
る
意
見
書

　

八
ッ
場
ダ
ム
が
完
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
水
道
水
の
す
べ
て
が

ダ
ム
の
水
に
切
り
替
え
ら
れ
、
現
在
飲
用
し
て
い
る
地
下
水
を
飲

み
続
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
不
安
を
抱
え
て
い
る
。
水
需
要
、

治
水
、
建
設
地
周
辺
の
地
質
、
財
政
、
多
摩
地
域
の
飲
用
水
の
観

点
か
ら
八
ッ
場
ダ
ム
を
建
設
す
る
必
要
性
は
認
め
ら
れ
な
い
。
よ

っ
て
、
八
ッ
場
ダ
ム
計
画
の
廃
止
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

劣
化
ウ
ラ
ン
弾
の
禁
止
及
び
被
害
対
策
の
た
め
に
、
日
本
政
府
が

国
際
貢
献
を
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

　

�
日
本
政
府
は
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
保
有
国
に
、
情
報
の
開
示
と
、

廃
棄
を
求
め
、
製
造
・
貯
蔵
・
使
用
の
禁
止
の
国
際
条
約
を
す
べ

て
の
関
係
国
が
締
結
す
る
よ
う
、
国
連
の
場
な
ど
を
通
し
て
行
動

す
る
こ
と
。
�
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
の
被
害
と
見
ら
れ
る
が
ん
や
白
血

病
の
増
大
に
つ
い
て
、
被
害
者
の
救
援
を
行
う
こ
と
。
�
劣
化
ウ

ラ
ン
弾
の
残
存
す
る
放
射
能
除
去
の
た
め
の
支
援
を
行
う
こ
と
。

国
内
の
自
然
災
害
復
興
に
適
切
な
国
の
支
援
を
求
め
る
意
見
書

　

�
現
に
苦
し
む
自
治
体
の
実
態
を
調
査
の
上
、
負
債
の
軽
減
、

財
政
再
建
団
体
指
定
回
避
へ
の
道
を
構
築
す
る
こ
と
。
�
被
災
を

免
れ
た
商
業
者
な
ど
の
二
次
的
被
害
に
対
応
す
る
支
援
策
を
創
設

す
る
こ
と
。

介
護
保
険
制
度
見
直
し
に
当
た
り
、
国
費
負
担
の
増
額
等
を
求
め

る
意
見
書

　

�
保
険
料
の
高
騰
を
防
ぐ
た
め
に
、
国
の
公
費
負
担
割
合
を
増

や
す
こ
と
。
�
低
所
得
者
に
は
厳
し
い
現
行
の
保
険
料
を
、
所
得

に
合
わ
せ
た
累
進
性
の
保
険
料
と
す
る
こ
と
。
�　

歳
か
ら
の
保

２０

険
料
徴
収
は
、
ま
す
ま
す
制
度
へ
の
不
安
を
高
め
る
こ
と
と
な
る

た
め
、
保
険
料
徴
収
の
低
年
齢
化
は
し
な
い
こ
と
。
�
ケ
ア
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
の
研
修
の
充
実
と
、
本
来
の
仕
事
に
専
念
で
き
る
よ
う

事
務
費
補
助
を
行
う
こ
と
。

武
蔵
小
金
井
駅
南
口
第
１
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
計
画

（
案
）
に
お
け
る
環
境
問
題
に
関
す
る
意
見
書

　
　

階
建
超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
に
つ
い
て
、
景
観
上
の
問

２５
題
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
少
し
で
も
景
観
へ
の
影
響
を
少
な
く
す

る
工
夫
を
し
た
形
跡
も
な
い
。
地
下
水
・
湧
水
へ
の
影
響
に
つ
い

て
、
大
規
模
再
開
発
工
事
に
よ
っ
て
地
下
水
脈
が
寸
断
さ
れ
な
い

か
、
湧
水
に
影
響
が
出
な
い
か
に
つ
い
て
は
慎
重
な
検
証
が
必
要

で
あ
る
。
よ
っ
て
、
事
業
認
可
を
見
合
わ
せ
る
よ
う
求
め
る
も
の

で
あ
る
。

地
方
財
政
計
画
・
地
方
交
付
税
等
の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書

　

�
平
成　

年
度
地
方
財
政
計
画
、
地
方
交
付
税
・
臨
時
財
政
対

１６

策
債
を
見
直
し
、
地
方
公
共
団
体
に
財
源
を
保
障
す
る
こ
と
。
�

三
位
一
体
改
革
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
と
十
分
な
協
議
を

行
い
、
基
幹
税
源
を
移
譲
す
る
と
と
も
に
、
地
方
交
付
税
の
財
源

調
整
機
能
及
び
財
源
保
障
機
能
を
維
持
・
拡
充
す
る
こ
と
。

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

賛
成　

＝
日
本
共
産
党
�
、
生
活
者
ネ
ッ
ト

１２

�
、
民
主
党
�
、
市
民
の
党
�
、
市
民
自
治
、

湧
湧
環
境
ク
、
市
民
ウ
ェ
ブ

反
対
８
＝
公
明
党
�
、
改
革
連
合
�
、
改
革

　

�
、
自
民
党
小
金
井
�

２１退
席
３
＝
改
革
連
合
�
、
自
民
党
小
金
井
�

提
出
先
＝
東
京
都
知
事

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

賛
成　

＝
日
本
共
産
党
�
、
改
革
連
合
�
、

１４

生
活
者
ネ
ッ
ト
�
、
民
主
党
�
、
市
民
の
党

�
、
市
民
自
治
、
湧
湧
環
境
ク
、
市
民
ウ
ェ

ブ反
対
８
＝
公
明
党
�
、
改
革　

�
、
自
民
党

２１

小
金
井
�

退
席
１
＝
改
革
連
合
�

提
出
先
＝
内
閣
総
理
・
国
土
交
通
大
臣

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

退
席
者
を
除
き
全
員
賛
成

退
席
４
＝
公
明
党
�
、
自
民
党
小
金
井
�

提
出
先
＝
内
閣
総
理
・
外
務
大
臣
、
防
衛
庁

長
官

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

全
員
賛
成

提
出
先
＝
内
閣
総
理
・
総
務
・
財
務
・
国
土

交
通
大
臣

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

全
員
賛
成

提
出
先
＝
内
閣
総
理
・
財
務
・
厚
生
労
働
大

臣採
決
結
果
＝
原
案
可
決

賛
成　

＝
日
本
共
産
党
�
、
生
活
者
ネ
ッ
ト

１２

�
、
市
民
の
党
�
、
民
主
党
�
、
市
民
自
治
、

湧
湧
環
境
ク
、
市
民
ウ
ェ
ブ

反
対　

＝
公
明
党
�
、
改
革
連
合
�
、
改
革

１１

　

�
、
自
民
党
小
金
井
�

２１提
出
先
＝
内
閣
総
理
・
国
土
交
通
大
臣

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

全
員
賛
成

提
出
先
＝
内
閣
総
理
・
総
務
・
財
務
大
臣

斎
藤
康
夫
（
民
主
党
）

　

�
小
金
井
市
の
公
共
事
業
の
入

札
制
度
は
、
昨
年
大
幅
に
改
善
さ

れ
た
。
制
限
付
き
一
般
競
争
入
札
、

予
定
価
格
の
事
前
公
表
、
工
事
希

望
型
指
名
競
争
入
札
実
施
の
見
合

わ
せ
な
ど
一
定
の
改
善
が
な
さ
れ

た
。
そ
の
効
果
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
た
か
。
�
他
市
で
は
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
情
報
を
公
開
し
、
郵

便
入
札
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
後

ど
の
よ
う
な
入
札
制
度
を
考
え
て

い
る
か
。
�
落
札
率
が
低
下
し
た

結
果
、
末
端
の
建
設
労
働
者
の
賃

金
が
圧
迫
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

国
際
労
働
機
関
の
Ｉ
Ｌ
Ｏ
で
採
択

さ
れ
た
「
公
契
約
に
お
け
る
労
働

条
項
に
関
す
る
条
約
」
を
尊
重
し

た
条
例
策
定
を
す
べ
き
で
あ
る
。

　

管
財
課
長　

�
こ
れ
ま
で
以
上

に
競
争
原
理
が
は
た
ら
い
て
落
札

率
の
低
下
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え

て
い
る
。

　

総
務
部
長　

�
電
子
入
札
に
つ

い
て
は　

年
度
後
半
に
は
導
入
で

１６

き
る
と
考
え
て
い
る
。
�
公
契
約

条
例
制
定
の
陳
情
は
趣
旨
採
択
さ

れ
て
い
る
。
我
が
国
で
批
准
さ
れ

て
い
な
い
の
で
難
し
い
が
、
下
請

け
契
約
に
お
け
る
代
金
の
適
正
化

は
業
者
に
指
導
し
て
い
る
。

■
そ
の
他
に
「
小
中
学
校
の
卒
業

式
の
あ
り
か
た
」「
保
育
園
の
待
機

児
童
解
消
」
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。

共
に
学
び
、共
に
育
つ

教
育
を
実
現
す
る
た
め
に

公
共
事
業
の
入
札
制
度
と

賃
金
確
保
条
例
に
つ
い
て

（
次
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
）


